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子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

 

目
次
の
改
正
規
定
中
「
改
め
る
」
を
「
、
「
第
七
十
八
条
」
を
「
第
七
十
七
条
の
二
」
に
改
め
る
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
十
八
条
第
二
項
の
改
正
規
定
中
「
改
め
る
」
を
「
改
め
、
第
八
章
中
同
条
の
前
に
次
の
二
条
を
加
え
る
」
に
改
め
る
。 

 

第
八
十
三
条
の
改
正
規
定
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
量
的
拡
充
及
び
質
の
向
上
等
） 

第
七
十
七
条
の
二 

政
府
は
、
待
機
児
童
（
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
八
条
に
規

定
す
る
待
機
児
童
を
い
う
。
）
に
関
す
る
問
題
の
早
急
な
解
消
、
児
童
福
祉
法
第
四
十
五
条
第
二
項
の
基
準
の
見
直
し
そ
の

他
の
教
育
・
保
育
そ
の
他
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
量
的
拡
充
及
び
質
の
向
上
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
。 

２ 

政
府
は
、
前
項
の
措
置
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
に
必
要
な
安
定
し
た
財
源
の
確
保
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
保
育
等
従
業
者
の
処
遇
の
改
善
等
） 

第
七
十
七
条
の
三 

第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
設
置
者
及
び
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す



 

 
 

 

二 

る
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者
で
あ
っ
て
、
都
道
府
県
、
市
町
村
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
者
以
外
の
も
の
の
従
業
者
（
政
令
で

定
め
る
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
保
育
等
従
業
者
」
と
い
う
。
）
の
賃
金
を
は
じ
め
と
す
る
保
育
等
従
業
者
の

処
遇
の
改
善
等
に
つ
い
て
は
、
保
育
等
従
業
者
の
職
務
が
そ
の
重
要
性
に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
保
育

等
従
業
者
の
人
材
確
保
の
た
め
の
処
遇
の
改
善
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
三
十
一
年
法
律
第 

 
 

号
）
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
必
要
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
八
十
七
条
第
二
項
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

附
則
第
二
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
検
討
）
」
を
付
す
る
。 

 

附
則
第
二
条
の
二
を
削
る
。 

 

附
則
第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
三
条 

削
除 

 

附
則
第
一
条
中
「
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
」
を
「
別
に
法
律
で
定
め
る
日
」
に
改
め
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
た
だ
し
、
」

の
下
に
「
第
八
章
中
第
七
十
八
条
の
前
に
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
附
則
第
二
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
に
見
出
し

を
付
す
る
改
正
規
定
、
附
則
第
二
条
の
二
を
削
る
改
正
規
定
及
び
附
則
第
三
条
の
改
正
規
定
並
び
に
」
を
加
え
、
「
及
び
第
十



 
 

 

三 

七
条
」
を
「
、
第
十
七
条
及
び
第
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 
前
項
の
別
に
法
律
で
定
め
る
日
に
つ
い
て
は
、
待
機
児
童
（
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十

四
号
）
第
八
条
に
規
定
す
る
待
機
児
童
を
い
う
。
）
に
関
す
る
問
題
が
解
消
さ
れ
る
時
期
を
勘
案
し
て
検
討
し
、
そ
の
結
果

に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。 

 

附
則
第
十
八
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
「
勘
案
し
」
の
下
に
「
、
新
法
第
三
十
条
の
十
一
第
一
項
に

規
定
す
る
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
に
新
法
第
七
条
第
十
項
第
二
号
に
規
定
す
る
幼
稚
園
に
類
す
る
機
能
を
有
す
る

施
設
で
あ
っ
て
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
て
い
な
い
も
の
を
追
加
す

る
こ
と
を
含
め
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。 

 
 

政
府
は
、
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
後
速
や
か
に
、
保
育
士
及
び
保
育
士
資
格
を
有
す
る
者
で
あ

っ
て
現
に
保
育
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
職
業
紹
介
を
行
う
体
制
の
整
備
及
び
充
実
そ
の
他
の
教

育
・
保
育
そ
の
他
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
係
る
人
材
確
保
の
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ

い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 


